

































道駅および鉄道路線を単位とした産業別 GDP の推計を行った。 
 平成 21 年に初めて実施された「経済センサス‐基礎調査」については、総務省統計局に
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おいてローリング・センサス化が検討されている。現在５年毎に実施されている「経済セ
ンサス‐基礎調査」であるが、一時点に大量の調査員を確保することがだんだん困難にな
ってきている。そこで、必要な調査員数を平準化するために、地域をわけて異なる時点に
おいて順番に調査していくローリング・センサスの手法が検討されている。ローリング・
センサスを実施する場合、１年より短い期間で調査地域が交代することが十分に考えられ
る。そのためローリング・センサスのシミュレーションを実施するためには、１年より短
い周期のデータが必要になる。そこで 7 時点の飲食業ウェブデータを用いてローリング・
センサスのシミュレーションを行った。その結果、東京都区部の飲食業に関してローリン
グ・センサスは有効であると期待できることの結論を得ている。 
 こうした分析結果が蓄積されることによって、わが国の経済センサスの情報充実と精度
向上が実現することを期待したい。 
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